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1表紙の写真1

発行艦式会社繁簾鐙報髄一

箱根火山の中で一きわ高いのが中央火口丘の神山.この神山の山腹

に大涌谷早雲山などの噴気地域カミある､一般に大湧谷の噴気という

のはバス停留所のすぐ下の谷に沿う広大な変質地域をいうが写真はそ

の大涌谷の噴気変質地域から約300m南西方向に離れた神山(写真左)

直下の噴気孔灘でバスで上って行くと右手に一目でみえる､昭和30年

頃も'う少し低いところで活動していたようであり付近一帯は大湧谷ほ

ど変質していない.噴気地域にはしばしば噴気活動の移動現象がみら

れるカミこの噴気地域も大涌谷の噴気活動が移動してここに出現した

のでは次いかという自然のからくりを思わせる.

雪が降った目は一段と水蒸気が空にたちこめそれがかえってさむざむ

とした景色を誘う.かつてバス侍の休み場から手動のケｰブルでゆで

卵を入れた籠を上げ下げしていたカミ今はもうみられない.ここから

みる當士の眺めはまた格別美しい.

(文中村久由写真正井義郎)�


